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会長挨拶：岡田 健会長 

皆さん、こんにちは。今日の新聞

の一面に小渕優子経産相と松島

みどり法相の辞任が大きく報道

されておりました。松島みどりさ

んに関しては殆ど知識を持って

おりませんが小渕さんは元首相

の娘さんである事からいろんな所で話題になっ

て来ましたのでいろいろの情報はありました。 

知能指数が高く、いろいろな事に於ける能力の高

さが知れ渡っています。いったいなぜこんな事に

なったのか。非常に残念だと思います。まず原因

を考えてみますと、第一に両大臣ともに取り巻き

連中のレベルが低すぎます。これが発覚するとど

うなるかという事が判断できない程度であった

と言うことです。それと大臣本人の危機感の無さ

につきると思います。過去にどれだけの代議士が

その問題でつぶされてきましたか？ 

何を学習して来たんですか？国家的な損失で

す！まだ４０歳と若いですからもう一度出直し

て頑張って下さい。心から願っています。 

 

幹事報告：外山裕一幹事 

・佐々木ガバナー、会員増強委員長より  

地区大会へ向けて目標達成への更なる

ご協力のお願い            

・佐々木ガバナーより  

ロータリーデー参加へのお礼 

・三条ローターアクトクラブより 

１１月第一例会のご案内 

   日時 11月 6日(木)19：30～ 

   会場 リサーチコア 4Ｆ 

   行事 卓話  

三条東ＲＣ 佐藤公信青少年奉仕委員長 

本日の行事：「米山月間」 

      

◆本日の出席：６８名中３５名    

◆先々週の出席率：６８名中５７名 83.82％ 

         （前年同期 81.43％） 

 

◆本日のゲスト：米山学友 

       ファム･フーン･ヴァン様 

 

◆本日のビジター： 

三条ＲＣ 斎藤 弘文さん 

     五十嵐昭一さん 

 

◆先週のメークアップ（敬称略） 

 １０月１６日燕ＲＣ 樋口 勤、山崎 勲 

           加藤 實 

    １６日加茂ＲＣ 中條耕二 

    ２１日親睦活動委員会 

          佐藤秀一、坂内康男 

          田中耕太郎、松山浩仁 

         土田百合子、田口実仁佳 

  米山奨学会シンボルマーク  

重なりあるハートはロータリアンと奨学生

外国人留学生の支援交流を通じて国を越え

た信頼関係を築き、世界の平和を願う心を育

てると言う願いが込められています。 

手は事業がロータリアンの手で支えられて

いる事を示しています。            

　　2014-2015年度 
　　国際ロータリー会長：ゲイリーＣ.Ｋ.ホァン「ロータリーに輝きを」

　　第２５６０地区ガバナー：佐々木昌敏　「ロータリーは、あなた自身から」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－Ｙｏｕ are Ｋｅｙ－

三条北ロータリークラブテーマ「ロータリーライフを楽しみましょう」
　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：金子太一郎 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488
ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org

例会日　２０１４．10．２１  　　　　　　累計№１３３５ 　　当年№１５

会　長：岡田　　健　　　　　　　　　　
幹　事：外山　裕一　　　　　　　　　
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・三条クリーン協議会より 五十嵐川クリーン作戦参加協力のお願い 

   日時 11月 9日(日)7：00～8：00 

   場所 五十嵐川両岸 ゴミ拾い（詳細は後日連絡） 

      （案内配布ＦＡＸ、メール等で出欠連絡をお願いします） 

・三条市青少年育成市民会議より 私のメッセージ小学生大会のご案内 

   日時 11月 1日(土)9：20～正午 

   会場 三条市中央公民館 大ホール  

 

委員会報告：社会奉仕 

今年度事業「中西哲生氏の講演会」当日の出欠確認を行ないます。 

多数の会員のご協力、宜しくお願い致します。 

11月 11日(火)17：30集合  会場 リサーチコア 7Ｆ 

 

＊＊＊＊＊ロータリー財団ボックス２１日現在累計１８８,０００円＊＊＊＊ 

羽賀 一真君 秋も深まり急に肌寒くなってきました。風邪などひかぬように。 

外山 晴一君 髙橋さんに協力 

早川 瀧雄君 髙橋財団委員長に協力です。 

本間建雄美君 財団ＢＯＸ委員長に協力 

馬場直次郎君 ボックスに協力 

田中耕太郎君 タカハシさんお疲れ様です。 

米山 忠俊君 ファム君今日は卓話ご苦労様 

松山 浩仁君 入会時に外山幹事が詳しく教えてくれなかったので２回、無断で欠席して

しまいました。今回は罰金のつもりで２回×１０００円 

高橋 研一君 財団に寄付 

 

＊＊＊＊＊米山奨学ボックス２１日現在累計２４７,０００円＊＊＊＊＊ 

武田 恒夫君 吉田さんに目の前で箱を持たれたもので・・・ 

羽賀 一真君 ファム君ようこそ 

米山 忠俊君 ファム君お帰りなさい 

田中耕太郎君 ＢＯＸに 

森   宏君 本日は委員長が居てホッとしました 

吉田 文彦君 ファム君、忙しいところ卓話ありがとうございます。感謝します。 

豆知識 米山学友会という言葉を聞きますが、元奨学生（学友）と現役奨学生で組織されています。 

日本にもありますが、帰国した学友によって海外でいくつか作られています。一番歴史のあ

るのは台湾です。やはり奨学生の人数が多い国でつくられやすいようです。昨年ネパールに

も作られ、今年の３月にはモンゴルでもできた様です。それだけ各国から奨学生が来ている

といこう事だと思います。台湾の学友会では恩返しの一つとして台湾の大学に留学する、日本人の

留学生に対して、奨学金制度を設けているそうです。また学友が主体となってロータリークラブを

結成している地域もあります。奨学生期間を終えても米山奨学という繋がりのなかで世界平和に向

けて色々な活動がされています。 

 

＊＊＊＊＊ニコニコボックス２１日現在累計４０２,０００円＊＊＊＊＊ 

斎藤弘文君（三条ＲＣ）北ロータリークラブ会員の皆様から常日頃、大変お世話様になっておりま

す。本当にありがとうございます。 

五十嵐昭一（三条ＲＣ）久し振りにメークアップさせて頂きました。 
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中條 耕二君 三条クラブから斎藤さん、五十嵐さん、ようこそおいで下さいました。 

早川 瀧雄君 三条ロータリーの斎藤様、五十嵐様ようこそお出で下さいました。 

今日の卓話ファム君楽しみです。 

吉田 文彦君 久しぶりのファム君元気そうで何よりです。心から歓迎します。 

岡田  健君 会頭よくいらっしゃいました歓迎致します。北クラブの例会を楽しんで下さい。 

ファム君の卓話楽しみにしています。 

佐藤 弘志君 ファムフーンヴァンさん、スピーチ頑張って。斎藤様、五十嵐様ようこそいらっし

ゃいました。 

田中耕太郎君 小林さん、お役目ご苦労様です。 

落合 益夫君 ニコニコに協力 

佐藤 義英君 ＢＯＸに協力!! 

笹原 壯玄君 ＢＯＸに協力します 

今井 克義君 ＢＯＸに 

小林 繁男君 ＢＯＸに協力 

石川 一昭君 ファム君、ご苦労様です。 

  

本日の行事：「米山月間」スピーチ 米山学友 ファム・フーン・ヴァン君 

紹介：吉田米山奨学委員長 

本日の行事は米山月間とい

うことで、今年３月まで三条

北ロータリークラブを世話

クラブとしていた奨学生、フ

ァム・フーン・ヴァン君をお

招きいたしました。 

 ファム君、忙しい中おいで頂き、ありがとう

ございました。お元気そうで何よりです。 

 ファム君は２０１２年４月から２０１４年３

月までの２年間、会長年度で言うと、星野年度・

早川年度・丸山年度にまたがって米山奨学生と

して三条北ロータリークラブの例会に月一で参

加して頂いておりました。 

 ちなみに三条北ロータリークラブでは過去、

インドネシアからの女性の奨学生を含めて５ヶ

国、５名の米山奨学生の世話クラブを努めて参

りました。 

 そして米山奨学会のひとつの特色であります

が、それぞれの奨学生に世話クラブの会員から

カウンセラーが一名選任され、日本の生活に慣

れない奨学生の相談役として学びやすい環境づ

くりのお手伝いをされております。 

 専任されたカウンセラーは、日々の相談ばか

りでなく、奨学生の交流集会などの各種イベン

トにも同行されるなど、大変なご苦労をされて

いるはずなのですが、唯一の女性奨学生インド

ネシアのアンドリアニさんのカウンセラーを務

められた高橋彰雄会員は「もう一人娘が増えた

ようだ」と当時の週報に述べておられましたし、

本日のお客様ファム君は反対にカウンセラーの

米山忠俊会員を「米山のお父さん」と呼んでい

たのを当時のファム君の卓話でお聞きしました。 

 カウンセラー制度という顔の見える交流が、

海外でひとり学ぶ留学生の心を開かせ、勉学に

専念出来る環境を作り出すとともに、真摯な気

持ちで学ぶ奨学生の姿と月一回例会出席が米山

奨学会を支えるロータリアンに米山奨学制度の

尊さを学ばせてくれているのでないかと考えて

おります。 

 カウンセラーは他にも丸山 勝会員のほか、

現在は退会されておりますが梨本精一さん、山

本 賢さんがいらっしゃいます。 

 普段何気なく寄付している米山奨学会寄付金

がこういう形で有効に使われていることを新入

会員の皆さんにも実感して頂く機会として本日、

ファム君をお招きしました。 

ファム君は、１９８８年生まれのベトナム出身。

現在は長岡技術科学大学 工学部 建設課程の

修士課程１年であります。それでは７か月ぶり

のファム君よろしくお願いします。 

「近況報告」 

皆さん、こんにちは！ 

元米山奨学生のファムフ

ーンヴァンと申します。 

ご無沙汰しております。皆

さんお元気でしょうか？ 

本日例会に出席させて頂

きありがとうございます。 

今年の４月から長岡技術

大学大学院・修士課程に進

学しました。やはり学部と

比べ大学院の方がズット忙しいのです。授業自
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体はそれほど多くないですが、殆ど自習で専門

教科書や論文などを読む時間となります。また

米山奨学生の時と比べ現在の経済面では節約が

必要ですが、三条北クラブの皆さんのお陰で奨

学生２年間に少し貯金ができました。その貯金

を使って進学する為の入学金と今年度の学費を

払うことができました。奨学生の２年間だけで

無く、今でも皆様から支援して頂いていること

になります。誠に感謝しています。その為、現

在では週末だけ、洋服の店でアルバイトをして、

生活費を賄っています。そのほかには学校で週

１回、学習サポーターもやっています。学部１

年生の後輩に基礎科目などを教えています。こ

のサポートを通じて、アルバイト代が勿論です

が、コミュニケーション能力の向上や自分の復

習もできます。研究以外にも以前と同じように

多くの交流活動に参加しています。 

また長岡ＢＥＴＯＮＡＭＵＪＩ－ベトナム料理

教室も継続し、より多くの日本人や外国人にベ

トナムの料理、文化などを紹介したいと思いま

す。 

私は現在、建設工学専攻・地盤工学研究室に所

属し、Ｈ＆Ｖシールド挙動制御の解析に関する

研究を行なって居ます。Ｈ＆Ｖシールド工法で

は、従来の円形シールドを“組み合わせる”こ

とにより、超接近・併設トンネルをはじめ、様々

な形状トンネルを構築出来ます。更に“組み合

わせた”シールドを地中で分離することやシー

ルドを旋回させ縦から横へとねじれたトンネル

を施工するなど、トンネルの立地条件や使用目

的などに応じて多種多様なトンネル施工法を提

供することができる画期的な工法です。しかし

従来の単円シールドと比べ、掘進時２連シール

ド機の姿勢制御方法や地盤から受ける力とセグ

メントへ作用する施工時荷重の把握、また施工

精度の確保などがこの工法の大きな課題となり

ます。これらの課題を解決するためにシールド

機、地盤、セグメントの掘進時の相互作用を解

析できる「シールド機動力学モデル」を用いて、

シールド機・地盤・シールド機制御の各条件を

パラメーターとしてシールド機挙動に関する感

度分析を行ない、得られた結果を施工実績や理

論と比較することにより、シールド機動力学モ

デルの合理性を定性的に検証する事を行なって

います。発展途上国のベトナムでは今後、鉄道

や道路などのインフラ整備の開発の必要性が拡

大するでしょう。それらの様々な追求に対応で

きるようなエンジニアになるために、今まで蓄

積されてきた高度な日本のインフラ整備技術を

理解し、ベトナムにそれらを適用する方法を模

索することが私の研究の大きな課題だと思って

います。 

将来は帰国し、仲間と建設会社を作りたいと考

えています。そのため大学院卒業後、日本の企

業に就職し大学で得た知識を実際に応用したい

と思います。企業に就職することで問題解決と

いった実践経験を積みたいです。また専門的な

分野だけでなく、日本企業の運営システムや人

間関係など日本式のやり方を知りたいと考えて

います。同時にコミュニケーション能力を上げ、

日本文化を詳しく知り、将来日本企業との交流

と連携を円滑に行える様にしたいです。そして

仕事以外にも日本とベトナムの関係をより深め

両国の懸け橋になりたいと思っています。 

米山奨学生の２年間で私はたくさんの思い出が

できました。ロータリアンの皆様、私の日本の

お父さん、お母さんとのお付き合いです。毎月

の例会だけでなく、学友会の研修旅行、クリス

マスパーティーなどロータリアンの皆様といろ

いろな交流ができ、お父さんの家にホームステ

ィすることによって、日本文化の理解がさらに

深くなったと思います。 

先ほど申しましたが皆様のご支援は今でも私の

学業を支えて頂いて居ます。そして皆様から頂

いたロータリーの理想、米山お父さんから自分

の起業の経験、接する人からの学びなどはこれ

から社会に出る私にとって非常に貴重なもので

あると思っています。 

これからも学友会を通じて皆様との絆を続けた

いです。皆様への恩返しの気持ちから、国際交

流や世界平和のために少しでも力になれればと

思っていますので、今後も御指導宜しくお願い

します。ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

米山奨学委員会より：前年度（丸山年度）の寄付状況が発表されま

した。2560地区で三条北ＲＣは総額第 1位、1人当たり金額では第

5 位でした。前年度大野委員長に感謝申し上げると共に今年度も引

き続きご協力宜しくお願い致します。 


